
グローバル化と音楽

◆講演 Globalization and Music 

2009.12.8（火）
18:20 開演（18:00 開場） 
東京大学駒場Ⅰキャンパス

コミュニケーションプラザ 2階 音楽実習室

Performers                  　  Program
廣瀬 麻名（violin)

竹内　 弦  (violin)

山本 法子  (viola)

半澤 朝彦（cello)

◆シューベルト

弦楽四重奏曲第12番ハ短調「四重奏断章」

◆ストラヴィンスキー　

弦楽四重奏のための3つの小品

◆ベートーヴェン　　　

弦楽四重奏曲第4番ハ短調 作品18-4

近代から現代にかけて、国際関係においては、国民国家・ナショナリズムの勃興と、

標準化・均質化といった意味でのグローバル化は、同時並行で進行しました。

民族や時代のアイデンティティ形成に重要な役割を果たした「音」を切り口にすると、

これら二つの矛盾するベクトルのあり様がよりよく見えます。普段あまり意識していなくても、

聴けばただちに何ものかを体感できる、具体的な力が音楽にはあります。

国際システムと人間の感性は、実は不可分の関係にあるのです。（講演者より） 

講演者：半澤 朝彦（明治学院大学国際学部准教授）

音で聴く国際関係論

※本イベントは無料です。学外の方にもご参加頂けます。事前申し込みは不要です。

主催：東京大学教養学部附属教養教育開発機構




